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1．はじめに

　英語の形容詞には大別して限定的（Attr伽tive）用法並びに叙述的（Predicative）用法

との二っの用法がある。しかしながら、実際に英語の形容詞が用いられる状況、すなわ

ち談話の観点から見て、これらの二大用法のうちどちらかに優位性があるということは

言えるのか。また、英語の個々の形容詞はそれが含まれる上位概念としての意味頷域の

違いに応じて、限定用法か叙述用法のどちらかに偏ったりするということはあるのか。

　本論ではこれらのことを、サンプルとして選定した英語の「基本的な形容詞」の談話

における限定用法と叙述用法における現れ方を観察することにより、日本語との対照を

も考慮に入れつっ検証することになる［注1］。

2．英語の形容詞の限定用法と叙述用法

　2．1．形容詞の用法

　英語の形容詞には大別すると限定用法と叙述用法との二つの用法がある（大塚由中島

（1987125））　［注2］。

（1）a．

　　b．

　　C．

　　d．

yOu㎎㎜an　　　［限定用法］

so鵬thi㎎goω［限定用法］

脆iS　yo㎜g．　［叙述用法］

工t　See㎜S　good．［叙述用法］
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　形容詞の限定用法は、上の例で言えば、名詞の咀鵬n荊が形容詞の岨yomg冊と結合するこ

とにより［yO㎜g［棚an］］wのように新たな名詞旬（内心構造）を構成する。っまり、

主要部となる名詞と結合して、さらに複雑で豊富な情報量（意味内容）を担った名詞旬

を構成するのである。すなわち、形容詞の限定用法は「名詞指向的」用法と言えるであ

ろう。

　これに対して、叙述用法は形容詞が名詞と結合しr主語一述語」という統語関係に組

み込まれるわけであるが、上の例で言えぱ、形容詞曲yOmg冊が繋辞岨iS田と結合すること

によりBe［iS［yOu㎎］］wのように動詞旬を構成する。すなわち、形容詞の叙述用法は「動

詞指向的」用法と言えるであろう。

（2）a．限定用法：名詞指向的用法

　　b．叙述用法：動詞指向的用法

　2．2．形容詞の談話における限定用法と叙述用法

　英語の形容詞が談話において限定用法と叙述用法に関してどちらに優位性があるかと

いうことに関してはTh㎝ps㎝（1988：ユ74）で言及されている。

表11談話における形容詞の限定用法と叙述用法（耽o㎜ps㎝1988：174）［注3］

Discourse　functio皿s　of　308　ad　lectives　i頸　E頸　1ish　conversation

Predicating　a　ProPerty　of　＆n　est＆1〕1ished　disco篶rse　referent：79駕（N坦242）

Introducing　a　藺e留　discourse　referent　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21滝（N鴉　66）

Tota1＝　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100髭（N＝308）

　これに関連して、筆者が日本語に関して調査した日本語における限定用法と叙述用法

の頻度の統計を次に示す。

　　　表2：臼本語の談話における形容詞の限定用法と叙述用法

　　　談話（口語）　　　　　　　Cf．新聞記事（文語）

叙述用法：66．2％（数螢712）63．5繁（数・353）

限定用法　33．8繁（数ユ363）3615駕（数：203）

合計：　　100駕（数ニエ075）　100繋（数・556）（r朝臼新聞曲朝刊』1992／7／7／火）
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　この結果を見る限り、形容詞は英語と臼本語ともに談話においては明らかに限定用法

よりも叙述用法の方に優位性がある（頻度が高い）ということが言えるであろう。しか

し、これらの統計は特定の意味頷域に含まれる形容詞に調査の対象を限定して行われた

わけではなく、形容詞一般を対象に行われたものである。

　そこで次の節では、まず第一に、意味論的に最も典型的と思われる形容詞の意味頷域

を選定し、そして各々の意味頷域に含まれる個々の形容詞を対象に談話における限定用

法と叙述用法の頻度の統計を示し、両者の用法に優位性の違いが現れるかを検討する。

そして第二に、個々の形容詞の属する意味頷域の違いによって、この優位性に差異が生

じることはあるのかということも検討する。

3．基本的な形容詞の選定

　理想的には全ての形容詞を対象にして限定用法と叙述用法の頻度を調査すべきであろ

うが極めて困難なことなので、「たたき台」とも言うべき基本的な形容詞を選定する作

業から始め孔

　3．1．上位概念としての形容詞の意昧頷域選定

　まず第一に、個々の形容詞が含まれる上位概念としての意味頷域の選定から始める。

選定基準とするのは、その意味領域が「典型的に形容詞的な」意味頷域であるかどうか

ということである。

　Dixon（1977）は形容詞が閉じた体系を持っている（形容詞の数が限られている）いく

つかの言語の形容詞を調査して、プロト1タイプ的な形容詞の意昧頷域を7っ設定して

いる。

1．DI闘E測SIO贋　一big，1itt1e，1ong，禰ide，．．．

2．P旺YSICAL　PROPERTY　－hard，heavy．s圃ooth，．．．

3．COLOU思　一b1ack，留hite，red，．．．

4．旺U腰AN　PROPE渕SITY　－j　ea1ous，haPPy，c1ever，9enerous，Proud，．．

5．AGE　－ne留，young，o1d，．．．
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6．VALUE　－9ood，bad，Pure，de1icious，．．

7．SPEED　－fast，s1o盟，quick，．．．

　これらを参考に本論では個々の形容詞が含まれる上位概念としての基本的な意味頷域

として次のような意味領域を選定する。しかし、これらはあくまで暫定的なもので決し

て包括的なものではない。

（3）a．

　　f．

［空闇］　b．［物性］　c．

［年齢コ　g．［新旧］　h．

〔温度コ　d．［色彩〕　e．［性癬］

［価値］　i．一遠度］　j．［数量］

　3．2．個々の形容詞の選定

　次に上で設定した形容詞の基本的な意味領域に含まれる個々の具体的な形容詞の選定

を行うことにする。選定基準は主として次の3点である［注4」。

i）語彙論的に基本的な形容詞

並）意昧論的に典型的な形容詞

菰）使用頻度が高い形容詞

これらの基準をもとに選定した個々の形容詞は次の通りである［注5］。

（4）a．

　　b．

　　C．

　　d．

　　e．

［空闇］〈BIG〉＜材キイ〉

［物性］〈ROU閥D〉＜マ1レイ〉

〔温度］〈COLD〉〈ツメタイ〉

［色彩⊃〈BLACK〉〈クロイ〉

［性癖］〈KIND〉＜ヤサシイ〉

f．

9．

h．

i，

j．

［隼齢］〈YOU陥〉〈ワカイ〉

［新旧］〈閥醐〉〈アタラシイ〉

〔価値］＜G00D〉＜ヨ［イ］イ〉

［遠度］〈眺ST〉　〈八ヤイ〉

［数量］＜鰍W＞〈材イ〉［注6］

　本論ではこれらの形容詞をもとに談話における限定用法と叙述用法における頻度の統

計を示す。もちろんこれらの意味頷域に含まれる形容詞はここで選定したものだけに限

られるわけではなく、意昧領域の種類を増やすことは可能であり、またその意味頷域に

含まれる個々の形容詞の数を増やしていくことも可能である。本論では暫定的に一分析
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のモデルとして、手初めに上記のような意味頷域と形容詞を選定したのに過ぎない。

4．意昧頷域の違いによる限定用法と叙述用法の統計上の頻度

　4．1．特定の意味頷域に含まれる形容詞の限定用法と叙述用法の頻度

　ここでは上で設定した意味領域に含まれる形容詞の談話における限定用法と叙述用法

の頻度の統計を示す。なお、個々の形容詞の限定用法と叙述用法のサンプルは英語、臼

本語共に全て小説、脚本あるいは対談などの会話の部分から採集したものである。

表3・：談話における形容詞の限定用法と叙述用法の頻度

　　　　　英語　　　　　　日本語

限定用法：70．2％（数颪949）32．8聚（数・345）

叙述用法：29，8努（数讐402）63．5％（数・708）

合計：　　100毘（数・1351）　100％（数イ053）

　この結果を見ると、特定の形容詞に対象を限定した場合、日本語にっいてはTho皿pson

（1988）の示した結果と同じような傾向が見られるが、英語にっいては正反対の傾向が見

られるということが言える。

（5）談話における形容詞の用法の優位性

　　英　語：限定用法（70．2繁）〉叙述用法（29．8繁）

　　臼本語1限定用法（32．8繁）＜叙述用法（67．2駕）

　英語の形容詞は現在でこそ比較変化をする以外には名詞のように屈折変化はしないが、

古英語の時代には形容詞は名詞と性。数。格において一致し、形容詞はほとんどの印欧

語においてそうであるように、名詞に準じた晶詞であった、日本語の形容詞は伝統的な

日本語文法では「用言」であり、実質的には動詞である。言い換えれぱ、上の2．！．で述

べたように、英語の形容詞は「名詞指向的」であり、日本語の形容詞は「動詞指向的」

であるということである。このことが談話における限定用法と叙述用法の優位牲の差異
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に反映しているように患われ非常に輿味深い［注7］。

　4．2．意味領域別の叙述用法と限定用法の頻度

　ここでは、個々の形容詞が上位概念としての意昧頒域の違いによって限定用法と叙述

用法に関して優位性において差異を生じるかということを百分率で示してある。

表4：限定用法と叙述用法の意味領域別頻度

　　　　英語：限定　叙述　　臼本語1限定

［空聞］：〈BIG〉　79．2％　20．8％　〈材キイ〉37I0晃

　　　　　　　　（225）（59）　　　　（10）

［物性］：〈R㎝ND〉83．3繁　16．7路　〈マルイ〉100．O男

　　　　　　　　　（5）　（1）　　　　（3）

［温度］1〈COLD〉45．5駕　54．5繁　〈ツメタイ〉30，0％

　　　　　　　　（15）（18）　　　　（3）

［色彩］〈BLACK〉　80．0％　20．O努　〈クロイ〉　95．8髭

　　　　　　　　（16）　（4）　　　　（23）

〔性癖］＝＜KI腿D〉16，7駕83．3鶏　＜ヤサシイ〉39．3路

　　　　　　　　（1）　（59）　　　　（1ユ）

［年齢］：〈YOU閥G〉76．7％23．3駕　〈ワカイ〉　64．0％

　　　　　　　　（89）　（27）　　　　（57）

［新旧コ：＜閥胴〉　93．0駕　7．O拷　〈アタラシイ〉90．9晃

　　　　　　　　（93）　（7）　　　　（30）

［価値］：〈G00D〉54．4％　45．6繁　〈ヨ［イ］イ〉25．5努

　　　　　　　（323）　（27玉）　　　　（197）

［速度］1＜FAST〉27．3路　72．7％　＜ハヤイ〉　23．0晃

　　　　　　　　（3）　（8）　　　　（6）

［数量］：＜鮎渕Y〉98．9覧　1．ユ路　〈材イ〉　工2．2％

　　　　　　　（179）　（2）　　　　（5）

叙述

63．0％

（ユ7）

0．0晃

（0）

70．O繁

　（7）

4．2路

（！）

60．7鬼

（！7）

36．O駕

（32）

9．1駕

（3）

74．5毘

（575）

77．0路

（20）

87．8路

（36）

この表をもとに、今度は意味領域別に英語と日本語の形容詞の談話における限定用法
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と叙述用法における頻度の階層を立ててみる。

表5　形容詞の限定用法と叙述用法の階層

　英　語

［数量］寒

〉［新旧］

〉［物性］

〉［色彩］

〉［空闇］幸

〉［年齢］

〉［価値］巷

　日本語

［物性］

〉［色彩］

〉噺旧］

〉［年齢〕

　　　　〈十限定〉［注8］

〉［温度］

〉［遠度〕

〉［性癖］

〉［性癬］〈十叙述〉

〉［空闇〕巷

〉［温度］

〉［樋値コ巷

〉［遠度］

〉［数量］＊

　これを観察してみると、意味頷域の違いに応じて限定用法と叙述用法で頻度の違いが

生じているのは明らかであるが、英語と日本語とでは結栗が全く一致しているというわ

けではない。ただし、＊印を付けた意味頷域を除外して考えれぱ、英語と日本語は全く

同じ傾向性を示しており、ある種の階層を構成している。すなわち、英語と臼本語の形

容詞は談話における限定用法と叙述用法の頻度というパラメーターに関して何らかの連

続体を構成しているようにも思われる。

　したがって、次の節では形容詞は限定周法と叙述用法に関して連続体を構成するかと

いう観点から、さらに結果を分析していこうと思う。

5．形容詞は限定用法と叙述用法に関して連続体を構成するか
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　5．！．晶詞闇の連続性

　Giv6n（ユ979．！984）やCroft（1991）では名詞、形容詞及び動詞は意味論的に連続体を構成

し、そして形容詞は意味論的に名詞と動詞の中闇的な位置を占めるということが主張さ

れている。

（6）“TI蟻E－STABILITYSCALE”（Giv6n（1979）（1984））

　　a．　…　VERB，　AI）JECTIVE，　a日d　閥Ou閥　occupy　dif士erent　areas　of

　　　　continuu㎜，　and　tbe　sca1ar　proPerty　of　that　continuu圃　see馳s　to

　　　　be　ti㎜e－sta1〕i1ity．（Giv6n　1979：14）

　　b．nouns，adjectivesandverbsdistribUterathersyste囲atica11y

　　　　a1ong　one　coherent　se囲ant　ic　di㎜e田sion…　（Giv6n　1984：51）

　　　　NOU贋S一一一一一一一一一一一一一ADJECTIVES一一一一一一一一一一一一VERBS

　鯛ost　ti㎜e－stab1e　　inter圃ediate　states　　　rapid　change

c．　Croft（1991：133）：Tb迦s　one　㎜ay　conc1ude　that　adjectives　are

　se㎜antica11y　and　prag卿atica11y　inter㎜ediate　bet留een　nouns　and

　verbs，　階hich　are　the㎜se1ves　se㎜antica11y　and　prag囲atica11y

　high1y　disti藺ct．

　本論の初めに形容詞の限定用法は名詞指向的な用法で、叙述用法は動詞指向的な用法

であると述べた。もし、Giv6nやCroftが述ぺているように名詞、形容詞及び動詞が連続

体を構成しており、この連続性が何らかの形で限定用法と叙述用法の頻度の違いに反映

しているとすれぱ、英語と日本語の統計の結果は似たようなものになることが予測され

る。ところが結果は英語と日本語とでは完全に一致するものではなかった。次の節では

このことをデータから得られた統計の結果と照らし合わせて考察する。

　5．2．基本的形容詞の意味領域の階層

　」二の結果を見ると、最初に設定した上位概念としての意味領域のうちの7っ関しては

英語と日本語で1司じような傾向が現れていると言える。すなわち［物性］［色彩］［新1田の

意味領域はr名詞指向的」であり、［温度］［性癬H遠度］の意味頷域は「動詞指向的」と

いうことが言えるであろう。
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（7）　　［物性］　　　　［温度］

　　N＞［色彩］＞［年齢］＞雌癖］〉V

　　　　［新旧］　　　　　［速度］

　しかし、次の3っの意味頷域［数量］［空闇］［棚値］に関しては英語と日本語とで全く違

う結果が得られた。ただし、同じ意味領域が限定と叙述用法の頻度に関して英語と日本

語とでは両極的な結果を示しているのは興味深い点である。

（8）英語：N〉［数量］＞［空闇］＞［価値］（名詞指向的）

　　日本語1V＞［空間］＞〔価値］〉［数量］（動詞指向的）

6．おわりに

　本論では英語の形容詞に関して、日本語との対照をも考慮に入れっっ、談話における

限定用法と叙述用法について語彙論及び意味論的観点から観察してきた。この結栗は次

のように整理できるであろう。

英　語　　日本語

a．談話における優位性：

b．意味頷域別の優位性：

　　α）［物性］［色彩］［新1日］［年齢］

　　β）〔温度］〔性癬］［遠度コ

　　γ）［空聞］［数量］［樋値］

十限定　　十叙述

十限定　　十限定

十叙述　　十叙述

十限定　　十叙述

　この結果から、少なくとも、今回調査した形容詞に関しては、英語と日本語共に意味

領域の違いによって限定用法と叙述用法に関する優位性に差翼を生じるということ、そ

して英語の形容詞はr名詞指向的用法」指向であり、臼本語の形容詞は「動詞指向的用

法」指向であるということが言えるであろう。

　また、本論の結果から、少なくとも、談話における限定用法と叙述用法に関しては、
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Giv6nとCroftの唱えるような一元的な連続体は成立しない可能性があると思われる。も

ちろん10の意味領域と形容詞の統計だけからこのように断言するのは危険であるので、

今後、意味頷域の種類及び個々の形容詞の数を増やして統計を取っていくことによって

結果の妥当性を検討することが必要であろう。

駈注）

1）　本論で特に英語と日本語の形容詞に限定して扱う理由は、両言語とも形容詞とい

　　う範購が比較的明確に認定できる言語であるからである。

2）　日本語の形容詞に関しては次のようなものを限定用法と叙述用法として認定する。

　　ここで言うところの限定用法と叙述用法は必ずしも伝統的な臼本語文法における連

　　体、連用機能などと完全に一致するものではない。i）この論文はおもしろかろう

　　（未然形＝叙述）、並）この論文はおもしろかった（連用形＝叙述）、並）この論

　　文はおもしろくない（連用形＝叙述）、加）論文がおもしろく（補語的）なる（連

　　用形＝叙述）、V）おもしろく論文を書く（連用形＝副詞≠限定固叙述）、洲）こ

　　の論文はおもしろい（終止形＝叙述）、嚇）おもしろい論文（連体形＝限定）、幅）

　　内容がおもしろい論文（関係節鴉限定）、肢）この論文がおもしろければ（仮定形

　　讐叙述）

3）　工ntrod㏄i㎎a　ne襯discourse　refere耐は全て限定用法であるが、Predicati㎎

　　a　property　of　an　estab1ished砒sco鮒se　refer㎝tには本論で言うところの限定

　　用法が33例含まれている。したがって、本論で言う限定画叙述用法にあてはめて改

　　めて割合を示すと、限定用法：67．9駕（罵・209）叙述用法：32．1％（N・99）合計100繁（閥・30

　　8）のようになり、筆者が日本語から取ったデータに近くなる。

4）　S融desh（1971：283）の基礎語彙100語に含まれる形容詞は、腔闇］：big，1㎝g，s舳11、

　　［物性コ：ro口nd，dry、［温度］：hot，co1d、胞彩］：red，gre㎝，ye11o畷，曲ite，b1ack、［新

　　旧］1ne留、嘔値］：good、〔数量］：＆11，棚狐y，fu11の17語であるが、各意味領域におい

　　て使用頻度の高いものを選定した。なお、〔色彩］に属する形容詞についてはBer1i皿

　＆Kay（1969）の階層をも考慮に入れた。’雌癖］［年齢］［遠度］に含まれる形容詞が欠け
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　　ているが、これらは筆者が使用頻度などを参考に選定した。英語の形容詞の使用頻

　　度はThomdike（1931，32）や竹蓋（198！）の順位表を参考にし、日本語の形容詞の使用

　　頻度は国立国語研究所（1970．1983）の報告を参考にした。

5）　　［］は上位概念としての形容詞の意昧領域を示し、〈〉は各意味頷域に含まれ

　　る個々の形容詞を示す。

6）　一般に英語の数量形容詞“固any冊は限定用法が「普通」で（小稲（i958：94））、叙述用

　　法は「まれ」であると言われるが、臼本語との対照のため便宜的に選定した。

7）　皆島（1990）では「類型論的に見て英語の形容詞はより名詞に近く、日本語の形容

　　詞はより動詞に近い」と結論していたが、統計の結果は談話の側面からこの結論を

　　支持するものと言えよう。

8）　＜十限定〉及び＜十叙述〉が表しているのは各用法の頻度が50％以上ということである。
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　Attributive　And　Predicative　Use
　　　　　　　　　Of　Eng亘ish　Adjective　In

　　Discourse　－A　Contrastive　Study
　　　　　　　　　　　　　　　　　　With　JaPanese－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　M］＝NASHIMA

　　　　　I七　　is　　genera！！y　　said　　もhat　　English　　adjecセives　　are　　篶sed

㎜ain］一y　二i－n　tWO　WayS．

　　　　　　i〕　At亡ributive　Use

　　　　　ii〕　PrediCa亡iVe　USe

　　　　　There　are’　however1　亡wo　problems　which　are　n◎七　so　c！ear

wi七h　English　Adjectives．

　　　　　　i〕Do　　adjectives　　in　　Eng！ish　　have　　s◎me　　preference　　二i－n

　　　　　　　re］一a亡i◎n　七〇　theSe　亡WO　uSeS？

　　　　　ii〕Do　　adjec七ives　　in　　English　　tha亡　　are　　inc工uded　　in　　a

　　　　　　　particu工ar　　se胴antic　　field　　have　　some　　preference　　in

　　　　　　　rela七ion　七〇　these　two　uses？

　　　　　　In　七his　paper　］＝　wi1］一　examine　the　pr③ference　of　セhese　uses

in　　English　　adjec七ive　　by　　selec亡ing　　wha七　　I　　c鼠！1　　・1Typica！］一y

Adjectiva！　Semanセic　Al＝ea11　’and　1，Basic　Adjec亡ive”．　And　in　this

paper　a　contrastive　s七udy　wi七h　Japanese　is　a工so　conSidered　wi七h

regard　七〇　セhese　prob！ems．
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